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「
後
南
朝
」
と
『
拙
堂
文
集
』
覚
書

武　

田　

昌　

憲

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

複
雑
な
南
北
朝
時
代
の
後
に
続
く
室
町
時
代
の
一
角
に
「
後

南
朝
」
の
活
躍
時
期
が
あ
っ
た
。
地
域
的
に
限
定
さ
れ
、
不

明
な
点
も
多
い
。「
後
南
朝
」
の
語
自
体
も
発
生
・
由
来
が
曖

昧
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、「
後
南
朝
」
の
初
見
に
つ
い

て
は
森
茂
暁
氏
が
そ
の
都
度
丁
寧
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
注
１
）

　

こ
の
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
「
後
南
朝
」
の
呼
称
・
理
解
が

広
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

森
氏
に
よ
る
と
「
後
南
朝
」
と
い
う
語
の
初
見
は
斉
藤
拙

堂
の
『
拙
堂
文
集
』（
明
治
十
四
年
刊
。
後
、
平
成
十
三
年
再

版
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
後
南
朝
遺
蹟
碑
記
」
に
載
る
「
後

南
朝
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
指
摘
は
す
で
に
大
西
源
一

氏
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
。（
大
西
源
一「
後

南
朝
と
北
畠
氏
」（『
後
南
朝
史
論
集
』
所
収
。
昭
和
三
十
一

年
（
一
九
五
六
）
新
樹
社
、後
に
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

再
刊
。
原
書
房
）で
の『
拙
堂
文
集
』の
指
摘
が
最
初
と
い
う
。）

実
際
に
は
大
西
氏
の
論
文
の
末
端
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
通
過
し
て
し
ま
い
そ
う
な
文
で
あ
っ
た
が
、
森
氏
の
再
指

摘
で
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
で
き
た
。（
注
２
）

　

こ
の
『
拙
堂
文
集
』
の
著
者
、
斉
藤
拙
堂
（
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
〜
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
））
は
伊
勢
・
津
、

藤
堂
藩
の
儒
学
者
。
地
理
的
に
も
伊
勢
の
北
畠
氏
の
根
拠
地

に
藩
を
置
く
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
吉
野
に
近
く
、『
南
山
巡
狩

録
』
や
『
残
桜
記
』
の
跋
文
も
残
し
て
い
る
（『
拙
堂
文
集
』

所
収
、
後
述
）
の
で
南
北
朝
時
代
を
含
め
て
「
後
南
朝
」
の

事
跡
に
つ
い
て
は
相
当
の
関
心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
「
後
南
朝
遺
蹟
碑
記
」
の
本
文
を
掲
げ
る
。
読
み
は

適
宜
私
的
に
付
し
、
ま
た
適
宜
改
行
し
た
。

　
　
　

二　
「
後
南
朝
遺
蹟
碑
記
」
の
本
文

「
南
朝
之
事
。
豈
忍
レ
言
哉
。
前
南
朝
猶
然
。
況
後
南
朝

之
式
微
乎
。
後
南
朝
何
。
謂
二
後
亀
山
帝
之
後
一
也
。
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帝
之
子
某
號
二
小
倉
宮
一
。
宮
之
三
子
為
二
天
基
王
圓
満

院
空
因
王
一
。
空
因
有
二
二
子
一
。
兄
曰
二
尊
秀
王
一
。
弟

曰
二
忠
義
王
一
。
初
足
利
氏
患
下
南
朝
擁
二
神
器
一
。
竦し
ゅ

中
動

人
心
上
。
勧
レ
帝
講
レ
和
。
傳
二
神
器
於
北
一
。
約
三
両
統
遽き
ょ

立
如
二
先
代
故
事
一
。

　

其
後
及
二
禪
代
之
際
一
。
負
レ
約
不
レ
立
二
南
胤
一
。
小
倉

宮
恚
憤
。
糾
二
伊
勢
國
司
北
畠
満
雅
等
一
起
レ
兵
。
兵
敗
。

満
雅
死
。
而
宮
遜
二
於
嵯
峨
一
。

　

嘉
吉
中
。
天
基
王
與
二
圓
満
院
一
謀
。
率
二
楠
氏
遺
げ
つ

一
。
夜
入
二
禁
中
一
。
収
二
神
器
一
。
去
據
二
叡
山
一
。
追
兵

圍
而
攻
レ
之
。
天
基
王
與
二
楠
二
郎
一
死
レ
之
。
圓
満
院
抱

二
神
器
一
逃
竄
二
於
吉
野
川
上
一
。久
レ
之
如
二
紀
國
一
舉
レ
兵
。

亦
不
レ
捷か
て

而
死
。
空
因
初
匿
二
近
江
一
。
後
來
二
於
川
上
一
。

久
レ
之
殂
。
尊
秀
王
遷
二
於
小
瀬
龍
泉
寺
一
。
召
二
集
義
徒

一
。
守
二
神
器
一
焉
。
足
利
氏
患
レ
之
。

許
二
赤
松
餘
黨

之
請
一
。
入
仕
二
於
小
瀬
一
。
伺
レ
閒
戕
レ
王
。
奪
二
神
器
一
去
。

其
士
覺
追
レ
之
。
不
レ
及
。
神
器
遂
北
。
時
王
年
僅
十
八
。

長
禄
元
年
十
二
月
二
日
也
。
及
葬
二
王
於
神
谷
金
剛
寺
一
。

謚
曰
二
自
天
親
王
一
。
忠
義
王
免
レ
難
不
レ
死
。
義
徒
又
推

二
戴
之
一
。
築
二
宮
於
高
原
一
。
號
二
岡
室
御
所
一
。
奉
レ
王

遷
焉
。
翌
年
正
月
四
日
。
俄
獲
レ
疾
殂し
ぬ

。
年
僅
十
六
。
南

朝
正
統
之
胤
絶
矣
。
遺
民
不
レ
堪
二
惋わ
ん

惜
一
。
及
葬
二
王
於

御
所
側
一
。
以
二
其
傍
近
福
源
寺
一
為
二
拝
奠
所
一
。

　

至
レ

今
四
百
有
餘
年
。
香
火
不
レ

絶
。
川
上
郷
有

二
二
十
三
村
一
。
小
瀬
高
原
並
在
二
其
中
一
。
毎
歳
二
月
五

日
闔こ
う

郷
之
民
。
祭
二
祀
二
王
一
。
出
二
其
所
レ
遺
金
鎧
寶
刀

一
拝
視
。
稱
為
二
朝
拝
一
。
高
原
之
墓
。
僅
存
二
小
石
佛
一
。

而
其
遺
宮
。

　

至
二
弘
化
戊
申
秋
一
。
為
二
大
風
一
破
壊
。
福
源
寺
主
紹

接
恐
二
其
久
レ
之
弗
一レ
可
レ
識
。
欲
二
立
レ
碑
表
一レ
之
。
謀
二
之

於
篠
田
定
勝
一
。
定
勝
吾
勢
下
川
村
人
。
従
レ
余
遊
。
有

二
好
古
之
癖
一
。
以
三
其
居
隣
二
北
畠
氏
遺
喘
阯
一
。
好
談
二

舊
事
一
。
遂
及
二
南
朝
事
跡
一
。
屡
遊
二
吉
野
一
。
以
検
二
覈か
く

之
一
。
及
二
寺
主
之
請
一
。
慨
然
許
レ
之
。
以
三
北
畠
氏
為
二

南
朝
忠
臣
一
取
二
其
墟
礎
石
一
。
遠
輸
二
之
於
高
原
一
。
麿
治

為
レ
碑
。
請
二
文
於
余
一
。
余
亦
平
生
感
二
念
南
朝
一
。
至

二
二
王
事
一
尤
悲
レ
之
。
但
南
山
乏
二
記
載
一
。
事
有
二
異
同

一
。
無
レ
由
二
證
正
一
。
今
以
二
定
勝
所
レ
録
遺
民
口
語
一
參
二

攷
之
一
。
以
書
二
其
概
略
一
云
。
於
戯
。
北
畠
氏
擁
二
護
前

後
南
朝
一
。
不
下
以
二
炎
涼
一
變
上
レ
志
。
大
義
伸
二
於
天
下
一
。
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是
固
當
二
大
書
一
者
也
。
定
勝
感
二
於
北
畠
氏
一
。
及
二
南

朝
一
。
以
二
發
レ
潛
闡せ
ん一レ
幽
為
二
已
任
一
。
亦
不
レ
得
レ
不
二
牽

連
書
一
焉
。
故
併
書
レ
之
以
為
レ
記
。」

　

拙
堂
は
「
南
朝
之
事
。
豈
忍
言
哉
。
前
南
朝
猶
然
。
況
後

南
朝
之
式
微
乎
。
後
南
朝
何
。
謂
後
亀
山
帝
之
後
也
。（
南

朝
の
事
、
あ
に
言
を
忍
ば
ん
や
。
前
南
朝
な
お
し
か
り
。
況

や
後
南
朝
の
式
微
を
や
。
後
南
朝
何
ぞ
。
い
わ
ゆ
る
後
亀
山

帝
の
後
な
り
）」
と
後
南
朝
の
意
味
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
南
北
合
一
ま
で
の
南
朝
を
前
南
朝
と
し
、
最
後
の
南
朝

方
の
天
皇
で
あ
っ
た
後
亀
山
天
皇
以
後
の
旧
南
朝
の
後
胤
を

後
南
朝
と
名
付
け
た
。
皇
統
は
諸
説
あ
る
中
で
、
後
亀
山
―

小
倉
宮
―
天
基
王
・
圓
満
院
・
空
因
王
―
空
因
の
子
尊
秀
王
・

忠
義
王
と
続
き
、
尊
秀
王
は
赤
松
遺
臣
に
よ
る
襲
撃
で
殺
害
。

弟
の
忠
義
王
は
難
を
逃
れ
た
も
の
の
、
翌
年
（
長
禄
二
年
・

一
四
五
八
）
正
月
に
病
死
し
、
南
朝
の
皇
統
が
絶
え
て
し
ま

う
と
い
う
も
の
。
通
常
の
歴
史
伝
で
は
、
赤
松
遺
臣
に
よ
っ

て
二
皇
子
が
殺
害
さ
れ
て
皇
統
が
絶
え
た
こ
と
に
し
て
い
た

が
、
こ
こ
で
は
一
皇
子
が
難
を
免
れ
た
も
の
の
翌
年
病
死
と

し
て
い
る
。
あ
る
い
は
刃
傷
に
及
ん
で
疵
が
癒
え
ず
、
亡
く

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
皇
子
の
死
を
惜
し
ん
だ
地
元

の
郷
士
が
毎
年
お
祭
り
し
て
い
る
こ
と
を
記
す
。
確
か
に
後

南
朝
の
軍
記
に
は「
後
南
朝
」と
い
う
記
述
は
な
い
。「
後
南
朝
」

は
江
戸
時
代
末
期
の
現
在
の
と
こ
ろ
斉
藤
拙
堂
に
よ
っ
て
よ

う
や
く
作
ら
れ
た
用
語
で
あ
っ
た
。
以
後
、
近
代
に
至
っ
て

定
着
し
て
い
っ
た
。

　

碑
文
の
終
わ
り
「
北
畠
氏
擁
二
護
前
後
南
朝
一
」
と
い
う
記

述
か
ら
、
拙
堂
は
お
お
よ
そ
南
北
朝
時
代
が
終
わ
る
「
南
北

合
一
」
ま
で
を
前
南
朝
、
そ
れ
以
後
を
後
南
朝
と
区
別
し
て

い
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
幕
末
の
勤
皇
思
想
の
高
ま
り
と
と
も
に「
南
北
朝
」「
後

南
朝
」
へ
の
関
心
も
増
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、『
拙
堂
文
集
』
巻
六
に
は
、
後
南
朝
関
係
の
記
事
を

載
せ
る
『
南
山
巡
狩
録
跋
』『
残
櫻
記
跋
』
が
載
っ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
掲
載
し
て
お
く
。

『
南
山
巡
狩
録
跋
』

南
山
巡
狩
録
跋
十
五
巻
。
附
録
一
巻
。
遺
草
三
巻
。
幕

府
殿
直
班
大
草
公
弼
編
。
公
弼
學
兼
二
和
漢
一
。
著
書
頗

多
。
嘗
成
二
此
書
。
一
上
進
蒙
二
賞
賚
（
た
ま
う
）
一
。
余

好
覈
（
し
ら
べ
る
）
二
南
朝
事
蹟
一
。
多
観
二
前
輩
編
述
一
。
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未
レ
見
下
如
二
此
書
之
精
博
一
者
上
也
。
南
山
不
レ
置
二
史
筆

一
。
忠
臣
義
士
之
蹟
。
殆
将
二
煙
滅
一
。
有
志
之
士
所
二
深

概
一
焉
。
及
二
此
録
成
一
。
幽
者
漸
闡
（
ひ
ら
く
）。
晦
（
つ

ご
も
り
）
者
漸
明
。
其
功
亦
大
矣
。
公
弼
與
二
我
先
師
精

里
先
生
一
相
善
。
先
生
為
記
二
其
野
木
瓜
亭
一
。
盛
稱
三
其

頻
敏
嗜
レ
學
。
恬
（
や
す
い
）
退
有
二
志
行
一
。
其
為
レ
人

可
レ
貴
也
。
恨
余
生
晩
不
下
逮
二
其
生
時
一
乞
中
亟
大
之
教
上
。

　

な
お
「
附
録
一
巻
。
遺
草
三
巻
」
と
あ
る
が
、
附
録
・
追

加
で
五
巻
が
多
い
よ
う
だ
（
注
３
）。
拙
堂
が
見
た
諸
本
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
気
に
な
る
。

『
残
櫻
記
跋
』

残
櫻
記
一
巻
。
小
濵
伴
信
友
撰
。
信
友
江
戸
産
。
伊
勢

本
居
大
平
門
人
。
其
學
長
二
考
據
（
よ
る
）
一
。
嘗
著
二
此

書
一
。
詳
二
南
山
尊
秀
忠
義
二
王
事
蹟
一
。
雖
下
因
二
大
草
氏

附
録
一
推
中
演
之
上
。
論
多
二
發
明
一
。
余
讀
二
此
編
一
。
題
二

和
歌
一
云
。
枝
折
世
志
。
跡
踏
分
天
。
吉
野
奈
留
。
深
山
隱
礼
乃
。

花
遠
見
留
哉
。
語
雖
レ
不
レ
工
。
庶
足
レ
表
二
残
櫻
之
意
一
歟
。

　
『
残
櫻
記
』
一
巻
と
あ
る
が
伴
信
友
全
集
で
は
「
上
」
と
し

て
本
文
が
、
次
い
で
「
下
」
と
し
て
附
論
が
記
さ
れ
る
。
次

い
で
「
残
櫻
記
後
書
」
と
し
て
文
政
七
年
（
一
八
二
五
）
八

月
二
十
八
日
付
の
本
居
大
平
の
跋
文
を
載
せ
る
。

　
　
　

終
わ
り
に

　

大
西
氏
に
よ
る
「
後
南
朝
」
の
初
見
の
指
摘
の
論
文
も
、

再
刊
の
お
か
げ
で
目
に
す
る
機
会
が
ふ
え
、
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
齊
藤
拙
堂
の
文
集
も
明
治
十
四
年
発
行
の

も
の
で
あ
っ
た
た
め
広
汎
に
知
ら
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
平
成
十
三
年
（
二
○
○
一
）
に
再
版
し
て
改
め
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
森
氏
の
啓
蒙
活
動
な
ど
に
よ

り
、「
後
南
朝
」
の
語
が
不
滅
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

注１
、
森
茂
暁
『
闇
の
歴
史
、
後
南
朝
―
後
醍
醐
流
の
抵
抗
と

終
焉
―
』
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
角
川
書
店
。
同
氏
『
南

朝
全
史　

大
覚
寺
統
か
ら
後
南
朝
へ
』
平
成
一
七
年
（
二

○
○
五
）
講
談
社
（
令
和
二
年　

文
庫
本
（
講
談
社
）
と

し
て
再
刊
）。
同
氏
「
正
史　

後
南
朝
史
」（『
歴
史
読
本
』

（
検
証
後
南
朝
秘
録
）
平
成
一
九
年
（
二
○
○
九
）
七
月
号
。
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新
人
物
往
来
社
。
な
ど
。

２
、
以
下
に
大
西
源
一
氏
の
「
後
南
朝
」
指
摘
の
本
文
を
掲

げ
る
。
な
お
本
文
は
昭
和
五
十
六
年
発
行
の
『
後
南
朝
史

論
集
』
新
装
版
第
１
刷
に
よ
る
。
な
お
、
氏
の
論
文
の
表

題
は
「
後
南
朝
と
北
畠
氏
」
で
あ
る
。

　
「
さ
て
嘉
吉
三
年
以
来
、
南
朝
の
後
胤
に
よ
っ
て
奥
吉
野
の

山
間
に
奉
ぜ
ら
れ
て
い
た
神
璽
は
、
長
禄
元
年
に
一
ノ
宮
・

二
ノ
宮
が
北
山
・
川
上
に
於
て
赤
松
氏
の
遺
臣
の
た
め
に

殺
害
さ
れ
、
翌
二
年
京
都
に
御
還
座
に
な
っ
た
が
、
古
來

川
上
郷
に
於
て
は
、
一
ノ
宮
の
御
首
は
川
上
村
神
之
谷
の

金
剛
寺
に
葬
ら
れ
、
二
ノ
宮
は
難
を
免
れ
て
高
原
に
逃
れ
、

翌
年
そ
こ
で
歿
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
末

期
に
、
伊
勢
一
志
郡
下
之
川
村
の
人
篠
田
定
勝
が
、
そ
の

と
こ
ろ
に
一
碑
を
建
て
御
遺
蹟
を
顕
彰
し
奉
ろ
う
と
し
、

其
の
碑
文
を
師
の
齊
藤
拙
堂
に
依
頼
し
た
。
そ
れ
に
応
じ

て
拙
堂
が
作
っ
た
一
文
が
『
拙
堂
文
集
』
の
内
に
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
其
の
表
題
は
『
後
南
朝
遺
蹟
碑
記
』
と
な

っ
て
い
る
。
南
北
合
一
以
後
、
南
朝
後
胤
の
皇
位
要
求
に

發
す
る
行
動
を
、
わ
れ
わ
れ
は
「
後
南
朝
」
と
呼
ん
で
い

る
が
、
そ
れ
を
「
後
南
朝
」
と
名
づ
け
た
の
は
、
拙
堂
の

此
の
文
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
終
に
臨
ん
で
此
の
こ
と

を
附
言
し
て
置
く
。」

３
、『
室
町
軍
記
総
覧
』「
南
山
巡
狩
録
」
の
項
（
青
木
晃
執
筆
）

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
明
治
書
院


